
15th ADBF アジアドラゴンボート選手権大会 報告書 

 

【はじめに】 

 第 15 回アジアドラゴンボート選手権は香港国際空港から車で約 40 分程度の工業地帯にある觀塘海濱

花園（Kwun Tong Promenade）と呼ばれる場所の海岸線で開催されました。気候的には日本と同様に

秋口で過ごしやすい気候でした。例年、香港で盛大に開催されるスタンレー・ビーチやセントラル・ハ

ーバーフロントとは場所は違いましたが、波風が穏やかで、観戦しやすく快適な環境でした。大会規模

としては香港国内の銀行レースが組み入れられていましたが、アジア圏内、各国のみの参加者で、レー

ススケジュールも余裕を保ってされていたように感じました。 

さて、今回、初めて ADBF（アジアドラゴンボート連盟）主催のアジア選手権に日本代表として参加

させいただいた磯風漕友会は「アジアでメダル獲得」という壮大な目標を掲げ、オープンスモールカテ

ゴリーに挑戦させていただきました。参加したメンバー構成としましては 2010 年の広州アジア競技

会、2013 年の東アジア競技会への参加メンバーが数名で、ほとんどのメンバーが海外遠征に初参加と

いう顔ぶれでした。国際大会でしか、味わえない貴重な経験をさせていただきましたので以下に報告さ

せて頂きます。 

磯風漕友会 キャプテン 村越友樹 

【オープンスモール結果報告】 

参加メンバー：磯風漕友会 

・総監督：半田 佳彦  

・監督：河田 英幸  

・チームマネージャー：春名 圭太  サブ：岸田 一樹 

・チーフコーチ：西本 正人 

・ステアラー：鈴木悠矢 ドラマー：吉成光希 

・パドラー：村越 友樹  林田 直樹  木下 大輔  池田 秀幸  後藤 貴巳   

森谷 桂太  藤原 𣳾知  梅本 聖斗  田崎 遼   海老原 大樹 

三岳 幸太郎 

10/11 200m 

・一回戦 

 



・敗者復活戦 

 

・準決勝 

 

・決勝 

 

200m コメント 

予選から、各国に大きな差はありませんでした。一瞬の気の緩みで予選敗退がよぎるような緊張感

のあるレースばかりでした。中でも、タイランド、中国、中華台北は抜きん出ていると感じまし

た。予選では 3 位でしたが、中華台北以外の 5 か国とは「戦える」という感触を得ることが出来ま

した。迎えた敗者復活では、不気味な存在のマカオに次ぐ 2 位でした。どうにか準決勝に進出し、4

位という惜敗でしたが準決勝のタイムが総合 5 位でしたので、決勝進出を果たせました。アジア圏

で決勝に進出することが第一段階の目標でしたので、安堵感と共に、自分たちの可能性にワクワク

しました。決勝では最高タイムを出すことができましたが、トップとの差は 4 秒程度あり「全てに

おいての力の差」を痛感させられました。しかしながら、この大会で「成長しよう」と自分達に言

い聞かせて前を向きました。 



10/12 100m 

・一回戦 

 

・敗者復活戦 

 

・準決勝 

 

・決勝 

 



・100m コメント 

大会 2 日目です。前日の 200m 同様に、僅差のレースが予想されました。100ｍは私たちが最も重

点的に取り組んだカテゴリーでしたし、日頃、日本選手権で培ったスタートダッシュを試したいと

考えていました。予選は 3 番手でした。やはり、中国、中華台北が強い印象でした。しかしなが

ら、フィリピンやマレーシアにはスタートからリードし、最後まで、それを保てる状況でした。敗

者復活に回りましたが隣には大柄な体格のオーストラリアがいました。体格では、完全に私たちの

方が劣っていました。そして、コースを空けてフィリピンチームです。過去には全く歯が立たない

国でしたが、この敗者復活では、予選タイム的には一騎打ちの様相でした。スタートから我ら日本

チームはリードし、初めて 1 位で駆け抜けました。そして、迎えた準決勝です。隣のコースの中国

に離されないように粘ることを念頭に臨みました。結果は組 3 位でしたが、決勝への手応えがある

タイムを叩き出せました。その手応え通りに全体総合 4 位のタイムで決勝進出となりました。メダ

ル獲得の可能性を秘めた決勝進出です。自分達に対する期待と、そう甘くはないという戒めが共存

していました。面前の敵はマカオです。本場の中国からコーチを招聘し近年、急速に頭角を表して

いる国です。その一角を崩せば表彰台です。高ぶる気持ちをコントロールしながら、決勝のスター

トラインへつきました。隣に、そのマカオです。スタートコールと共に一歩、先に行かれたのを今

も、鮮明に覚えています。気負いか？焦りか？その一歩が数センチずつ広がり、見た目には僅差で

したが、完敗でした。しかし、最後まで集中力を切らさないで「漕ぎ抜いた一体感」はありまし

た。後悔のないレースとなりました。 

10/13 500m 

・一回戦 

 

・敗者復活戦 

 



・準決勝 

 

 

・500m コメント 

迎えた大会 3 日目です。私たちが現状では苦手な 500Ｍです。予選 1 回戦では、好調な出足だった

のですが、疲労感も半端なかったです。フィジカル面の課題を強く感じたカテゴリーでした。「漕ぎ

こみ不足」が最後の 500ｍで露呈したように感じました。決勝には 1.3 秒及ばず進出できませんでし

た。レースの中盤から後半に引き離される展開を打破できないままに準決勝で終焉となりました。

レートは他国の方が遅いのですが、圧倒的な「漕力」の差を痛感しました。 

 

【全体総括】 

レース全般を通して、私たちは体格も他国と比較すると、かなり小柄で、漕ぎも小さく、浅く、短

いといった印象を感じました。体格に応じたとすれば、それまでの話ですが、そうだとしても、多

くの課題を頂けました。その中でも 200m 5 位、100m 4 位、500m7 位という結果は、国内では、負

けるレースをほとんど経験していない主力メンバーにとっては、大変に刺激的で、負けることによ

る「悔しさ」と「情けなさ」が全身を支配しました。自分たちに足りないものが明確になりまし

た。その反面で、2010 年、2013 年よりも進化していることも確信しました。そして、進んできた道

のりが間違いなかったことを確信しました。久しぶりに流した「悔し涙」でした。その「涙」が未

来に繋がると今は信じて、今後も歩んで行きたいと思います。 

また、この貴重な経験は改めて自分たちの漕法やレース展開を見つめ直す良い機会となりまし

た。今回の過程として練習量、質、強度、持久性などトレーニング内容も見つめ直す機会となりま

した。来シーズン以降、さらなる高みを目指し努力していきたいと思います。 

最後に ADBF 役員として参加されていた菖蒲さんや松尾さん、楡木さんには大変にお世話になりま

した。本当にありがとうございました。また、わざわざ、現地に駆けつけてくれた皆様、そして、

日本から暖かい応援をいただいた皆様、誠にありがとうございました。大変にこころ強かったで

す。こころから感謝致します。 


